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海産魚介類の種苗生産施設においては，疾病の発生が
大きな問題となっており，その防除対策が重要な課題の
一つである。疾病防除対策は，感染源対策，感染経路対
策および宿主の抵抗性付与からなるが， 中でも感染経路
対策は重要な課題の一つであり，飼育用水，飼育器具，
餌料および飼育水槽内の病魚等からの水平感染を防除す
ることが必要である。

流水式電気分解装置は，海水を pH8程度の 3%食塩
水と見なし， 2枚の電極板聞を通して海水を直接電気分
解し，次亜塩素酸ナトリウムを生成する装置であり，本
装置を用いて電気分解処理した海水(電解海水と称す)
は水族館における展示水槽の透明度向上1)に，あるいは
発電所の冷却水系の生物付着を防止するため2)に使用さ
れてきた。著者らは，電解海水が魚類病原微生物の殺菌
不活化や飼育用水の殺菌3)および飼育排水の殺菌4)に効
果があることを報告した。

本報告では，電解海水が感染経路対策として重要な，
飼育器具類の消毒液として使用可能かどうかについて検
討したので，その結果を報告する。

飼育用器具としてタモ網，注水ネット，キャンパス
地，ホース，ビーカー，バケツおよびゴム長靴を供試し
た。飼育用器具は飼育現場でろ過海水に一晩浸潰したむ
のを用いた。電解海水は前報で用いた流水式電気分解装
置(ライトクロア，荏原製作所)により作製し，生成さ
れた次E塩素酸ナトリウムの濃度をポケット残留塩素計
46700-00型(セントラlレ科学)により測定した。試験
は0.5あるいは 1.5mg/Lの濃度となるように海水電気
分解装置の運転条件を調節して行った。タモ網，注水ネ

報

ット， キャンパス地は 5cm角に切り， 他の飼育器具は
そのまま，電解海水を 3L/minの流量で流水にした 25
L容のコンテナに所定時間浸した。浸漬時聞は，タモ
網，注水ネット，キャンパス地で30，60， 120分間，
ホース，ビーカー，バケツおよびゴム長靴は 15，30分
間とした。浸漬終了後，タモ網，注水ネット，キャンパ
ス地はそのまま，他の飼育器具は 5cm角の窓を開けた
厚手の滅菌アjレミ箔を張り付け，25 cm2を滅菌綿棒で
ふき取り，綿棒を滅菌試験管に入れたペプトン水に移し
て塩素を中和した。これらのペプトン水は，試験管ミキ
サー (TM-101，岩城ガラス)で5分間振とう後 10倍
希釈液列を作製し，海水培地5)平板表面に塗抹して 20C
で5日間好気的に培養し，出現コロニー数から生菌数
を算出した。なお，電解海水に漫漬する前の飼育用器具
類の生菌数を同様に測定した。以上の試験はすべて3
回反復して行い，その平均値を求めた。

実験結果を Table1に示した。ホース，ビーカー，バ
ケツおよび長靴では 0.5mg/Lの電解海水に 30分間浸
潰することにより生菌数は 99.9%以上の減少を示し，
十分な消毒効果が認められた。 15分間浸潰した場合に
は 60 . 0~99. 8% の生菌数の減少にとどまり(データは
示していなしつ， 十分な消毒効果は認められなかった。
海水をオゾン処理することにより生成されるオキシダ
ントを 0.5mg/L 濃度で含む海水にホース，ビーカーお
よびバケツを浸した場合， 30分後の生菌数は測定限界
以下となるか 99.9%の減少率であり ，長靴ではオキシ
ダン卜海水により消毒した場合99.9%以上の殺菌率を
得るために 120分を要した。6)電解海水の場合には同等
の効果が 30分で得られたことから，流水式電気分解装
置で作製した電解海水は，消毒液としてオキシダント海
水と同等かそれ以上の効果があるものと考えられた。
一方，タモ網，注水ネットおよびキャンパス地では，
30および60分間の浸漬では十分な殺菌効果が認められ
ない場合があり(データは示していない)，同様の消毒
効果を得るのに 120分を要した (Table1)。

これらのタモ網等をオキシダント海水により消毒した
場合， 99.9%以上の殺菌撃を得るために必要な浸漬時
間は 30分であった。6)このことから，電解海水を用いて
タモ網等を消毒する場合には，オキシダント海水より若
干長い時間を要することが推察された。

以上の結果および前報3，4)までの結果から，流水式電
気分解装置により飼育用水および飼育排水の殺菌とその
産物である電解海水により飼育器具類の消毒が可能と考
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Table 1. Effects of electrolyzed seawater on disinfection of equipment for aquaculture 

Chlorine 
Average viable bacterial counts 

Materials concentration 
Treatment tim巴 Reduction rate 

(mg/L) 
(min) Befor巴treatment After treatment (%) 

(CFU /cm2 or g) (CFU/cm2 or g) 

Hose1 0.5 30 6.4 X 104 5.5 X 101 >99.9 

Beaker1 0.5 30 2.3 X 105 2.7 X 101 >99.9 

Bucket1 0.5 30 7.2 X 103 2.0 x 100 >99.9 

Rubber boot1 0.5 30 4.6 X 104 3.2 X 101 >99.9 

Scoop net2 0.5 120 3.9 X 105 1.6 X 102 >99.9 

Bolting cloth2 0.5 120 4.1 X 105 1.2 X 102 >99.9 

Canvas2 0.5 120 4.5 X 105 1.9 X 102 >99.9 

Scoop net2 1.5 120 1.2 X 106 9.2 X 102 >99.9 

Bolting cloth2 1.5 120 1.2 X 106 1.7x102 >99.9 

Canvas2 1.5 120 1.2 X 106 8.7x102 >99.9 

1 After treatment with hypochlorite， twenty-five cm2 of these surface were swabbed by cotton and then suspended in 2% pepton solution. 

2 Twenty五vecm2 of net， cloth and canvas were treated with hypochlorite and then suspended in 2% pepton solution. Bacterial counts were made using 

these bacterial suspensions in pepton 

えられる。流水式電気分解装置は，イニシャルコストお

よび処理能力を考慮すると，海水を使用し，用具の殺菌

が必要な飼育現場および水産加工場等において応用範囲

の広い優れた殺菌装置と考える。
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